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公安委員会定例会議(第32回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年12月18日(金) 

       午前９時30分 ～ 午前11時30分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警察学校長 

情報通信部長、総務課長、公安課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 渡部委員説示 

   今年の流行語年間大賞に「三密」が選ばれていますが、今年の流行語ト

ップテンを見ても、コロナ時代を反映したものが多く選ばれているようで

す。 

先行きの見えない時代ですが、こうした時代こそ、笑顔が大事ではない

かと考えています。引き続き、笑顔を忘れずに、同じ方向を向きつつ業務

を推進していきましょう。 

今年１年、ご苦労様でした。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和２年第31回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出の受理 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出の受理について伺いがあり了承

した。 

  ⑶ 公安委員会表彰の推薦 

    交通部から、公安委員会表彰（感謝状）の推薦があり了承した。 

  

３ 報告事項 

⑴ 令和２年12月定例県議会の開催結果 

    総務室長から、令和２年12月定例県議会の開催結果について報告があ

った。 

  ⑵ 松山東警察署庁舎新築工事の進捗状況 
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    警務部長から、松山東警察署庁舎新築工事の進捗状況について報告が

あった。 

    委員から、「工事中、各種事故がないよう努めていただきたい」との

発言があった。 

    委員から、「新築工事に関して、住民に負担をかける部分もあると思

うが、しっかりと説明をし、理解や協力を得つつ進めていただきたい」

との発言があった。 

  ⑶ 令和３年「110番の日」広報行事の実施予定 

    生活安全部長から、令和３年「110番の日」広報行事の実施予定につ

いて報告があった。 

委員から、「インパクトある形での広報となっている。引き続き、110

番の正しい利用について、効果的な広報等に努めていただきたい」との

発言があった。 

⑷ 傷害事件被疑者の検挙 

  刑事部長から、傷害事件被疑者の検挙について報告があった。 

⑸ 訟務案件に関する報告 

    首席監察官から、訟務案件に関する報告があった。 

  ⑹ 監察案件に関する報告 

    首席監察官から、監察案件に関する報告があった。 

 

 ４ その他 

  ⑴ 委員から、「新型コロナ関係では、現場が苦労しているのではないか

と心配している。現場が、しっかりと自らの業務をこなすことができる

よう、幹部は、①現場に余計な負担をかけない、②現場の意見に耳を傾

けるなど、その職場環境にも配慮をしていただきたい」、「何事に対して

も、最悪を想定した上で対策を練っておいていただきたい」との発言が

あった。 

  ⑵ 本部長から、「何事も、単にルールを多くすればよいというものでは

なく、そのルールをどれだけ一人一人が自覚を持って守るかということ

が重要であり、その自覚をいかに持たせていくか、考えつつ進めていき

たい」との発言があった。 

            以 上 


